
府

令

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
総
理
府
令
第
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
推
薦
等
）

（
推
薦
等
）

第
十
二
条

令
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
、

第
七
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三
条

第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
二
項

又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
推
薦
者
」
と
い
う
。）は
、
法

第
四
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
、
第
五

条
第
一
項
第
一
号
、第
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、

第
三
項
第
一
号
、
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
六

項
又
は
第
九
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
推

薦
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
別
記
様
式

第
十
五
号
の
推
薦
書
を
そ
の
被
推
薦
者
に
交
付
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四

条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
推
薦
に
つ
い
て

は
、
そ
の
推
薦
書
の
写
し
を
国
家
公
安
委
員
会
に

送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条

令
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
、

第
七
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三
条

第
二
項
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
二
項

又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二

号
に
規
定
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
推

薦
者
」
と
い
う
。）は
、
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号

若
し
く
は
第
五
号
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第

五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、
第
三
項
第
一
号
、
第

四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
六
項
又
は
第
九
条
の
十

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
推
薦
を
行
う
こ
と
と
な

つ
た
場
合
に
は
、
別
記
様
式
第
十
五
号
の
推
薦
書

を
そ
の
被
推
薦
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の

規
定
に
よ
る
推
薦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
推
薦
書
の

写
し
を
国
家
公
安
委
員
会
に
送
付
す
る
も
の
と
す

る
。

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
一
条
の
六
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
開
始
す
る
取
得
勧
誘
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
取
得
勧
誘
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
取
得
勧
誘
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
こ
の
政
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
条
第
一
項
第
百
号
の
八
に
掲
げ
る
物
の
製
造

業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
者
が
引
き
続
き
行
う
当
該
営
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月
三
十
日
ま

で
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
、
第
七
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、適
用
し
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
物
で
あ
っ
て
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月
三
十
日

ま
で
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項（
法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。次
条
に
お
い
て
同
じ
。）

及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条

毒
物
除
外
物
（
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
の
二
に
掲
げ
る
物
又
は
同
項
第
七

十
一
号
の
四
に
掲
げ
る
物
（
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
条
第
一
項
第
七
十
一
号
の
四
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。）

を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
存
し
、
か
つ
、
そ
の
容
器
及
び
被
包
に

そ
れ
ぞ
れ
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
毒
物
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月
三

十
日
ま
で
は
、
引
き
続
き
そ
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
限
り
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
毒
物
除
外
物
に
係
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
三
十
六
号

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
別
表
第
一
第
二
十
八
号
、
別
表
第
二
第
九

十
四
号
及
び
第
二
十
三
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
七
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ホ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ
﹇（
二

カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ト
フ
エ
ニ
ル
）
チ
オ
﹈（
エ
チ
ル
）
水
銀
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
別
名
チ
メ
ロ
サ
ー
ル
）
〇
・

一
％
以
下
を
含
有
す
る
製
剤

第
一
条
第
十
九
号
の
二
た
だ
し
書
中
「
〇
・
五
％
」
を
「
一
・
五
％
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
第
二
十
二
号
の
四
を
第
二
十
二
号
の
五
と
し
、
第
二
十
二
号
の
三
を
第
二
十
二
号
の
四
と
し
、
第

二
十
二
号
の
二
を
第
二
十
二
号
の
三
と
し
、
第
二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
二
の
二
﹇（
二

カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ト
フ
エ
ニ
ル
）
チ
オ
﹈（
エ
チ
ル
）
水
銀
ナ
ト
リ
ウ
ム（
別
名
チ
メ
ロ
サ
ー
ル
）

〇
・
一
％
以
下
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
中

（186）
を

（187）
と
し
、

（110）
か
ら

（185）
ま
で
を

（111）
か
ら

（186）
ま
で
と
し
、

（109）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。（110）

一
・
二

ジ
（
二

｛
四

﹇
二

（
二

メ
チ
ル
プ
ロ
ポ
キ
シ
）カ
ル
ボ
ニ
ル

二

シ
ア
ノ
エ
テ
ニ
ル
﹈

フ
エ
ニ
ル
チ
オ
｝
エ
ト
キ
シ
）
エ
タ
ン
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

第
二
条
第
一
項
第
七
十
一
号
の
四
中
「
〇
・
五
％
」
を
「
一
・
五
％
」
に
改
め
、
同
項
中
第
百
号
の
十
九
を
第
百
号

の
二
十
と
し
、
第
百
号
の
八
か
ら
第
百
号
の
十
八
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
百
号
の
七
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

百
の
八

四

メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
及
び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤
。
た
だ
し
、
四

メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス

ル
ホ
ン
酸
五
％
以
下
を
含
有
す
る
も
の
を
除
く
。

〇
内
閣
府
令
第
五
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
四
年
政
令
第
三
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
十
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄


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